
















今年 5 月の末にお看とりさせていただいた、A さん、93 歳の女性の事例をご紹介いたします。A
さん、ミモザの家がオープンして 5 ヶ月目の頃、息子さんがミモザの家にいらっしゃって、「心不全
で浮腫みが増し、入退院を繰り返していること、認知症もあって、日中独居のため、家に 1 人でいる
のが心配なので、安否の確認と、食事をしっかり食べ、入浴も週に何回か手伝ってもらえたら・・・」
というご相談でした。
ご自宅がミモザの家から徒歩数分のところでしたので、最初は、週に 5 日、昼前にいらして、昼食
を召し上がって、入浴をしたり、レクリエーションに参加したり、短時間の利用を続けておりまし
た。毎日、スタッフが家に迎えに行き、家の中に入り、出かける準備を手伝っていると、生活の様子
がわかり、体調の変化にも気づきやすく、看護の対応をし、血圧の変動や、不整脈があるなど、かか
りつけ医に相談をして、内服薬の調整を何度となくしてきました。なんでもないことのように思いま
すが、生活の中で日常的に看護や介護の目がはいることで、異常の早期発見となり、予防にもつなが
り、3 年間は入院をせずに自宅で過ごすことができました。
でも、今年 3 月に「体に力が入らなくて、座っていられないけど、どうしたらよいか？」と息子さ
んからの連絡をいただき、看護師が訪問し、A さんの尋常ではない様子にかかりつけ医に往診をお願
いし、地域の基幹病院へ救急搬送されました。診断は「小脳梗塞」。そして、検査中に「膵臓癌」が
みつかりましたが、積極的治療はせずに１ヶ月半の入院期間を経て、A さんの「家に帰りたい」とい
う希望を叶え、自宅へ戻られました。
今までの状態とは大きく変化しての生活の支援にご家族と話し合いを重ねて、最終的には、訪問看
護、介護を中心としたケアに切り替えて、最後の看とりまでをお世話させていただきました。3 年半
近い、通いを中心にした看多機の利用から馴染みのスタッフが今度は、家に通ってケアをさせていた
だく、自然な流れでの看とりでした。ご家族からは「母との良い時間が持てた・・・」とお言葉を頂
きました。看多機の機能を生かして、最期まで家でということを実現できた事例であると思います。
最期まで良い時間を家で・・・
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